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1993 年に Murray, Norris, Bawendi によりCdSe コロイダル量子ドットの可視蛍光が報告されて以

来[1]、コロイダル量子ドットは優れた発光波長の制御性と単色性から広色域ディスプレイへの応

用を中心に開発が進められてきた。脱 Cd が求められるようになって以降、Cd を含まない II–VI

化合物半導体では可視光域をカバーできない（と思いこんでいた）ため、産業的には InP をベー

スとする III–V 化合物半導体で開発が進められた。InP 量子ドットには、青色発光が難しい、緑色

の色純度が CdSe に比べ劣る、光吸収が弱いなどの課題はあるものの[2,3]、現在もディスプレイ用

量子ドット蛍光体として製造されている。 

著者らは InP に代わる非 Cd 系量子ドット蛍光体として、3 元系の I–III–VI2 化合物、特に

CuIn(S,Se)2 に取り組んだが[4,5]、内因性の欠陥を介した発光を抑えられずに[6]この系を諦めた。

上松先生、鳥本先生らによる AgInS2 系での励起子発光は[7]、先生方の卓越した合成技術とねばり

の賜物である。著者らは次なる材料を考える中で、Ga(N,As)でホットになった巨大バンドギャッ

プボーイング（混晶のバンドギャップが端成分のそれよりもかなり小さくなる現象）を思い出し

[8]、それが生じる ZnTe 系混晶半導体に思い至った [9]。Zn(Te,Se)および Zn(Te,S)混晶量子ドット

はこの想起から作られた材料である。振り返ってみれば「なぜ量子ドットの研究に取り組み始め

たときに、この材料に思い至らなかったのか」と思える、可視光の蛍光体にぴったりのバンドギ

ャップを有する材料である[10]。著者ら以前にも Zn(Te,Se)混晶量子ドットの研究はあったが[11]、

巨大バンドギャップボーイングが生じる組成には取り組まれておらず、著者らでも作れたことを

考えると、その正確な理由は今もってわからない。講演では巨大バンドギャップボーイングが生

じる機構と ZnTe をベースとした混晶量子ドットの特長について述べる[12,13]。 
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